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My New Flame 取扱説明書 屋内用スタンド

●このたびは、お買い上げいただき、誠にありがとうござい

　ます。この取扱説明書をよくご覧のうえ、正しくご使用

　ください。

●電源の工事が必要な器具については、専門の工事店におま

　かせください。

●万一破損したり、異常を感じた場合は、速やかに電源を切

　りお買い求めの販売店にご相談ください。

●電気工事店の方へ：取付工事が済みましたら、この説明書

　を必ずお客様にお渡しください。

●お客様へ：この説明書は必ず保管してください。

●本品の規格及び外観は改良のため予告なく変更する場合が

　ございますが、ご了承ください。

使用についての安全上のご注意

火災のおそれがあります

◇不安定な場所で使用しないでください。

◇器具を布・紙等でおおったりしないでください。又カー

　テン・揮発物等の燃えやすいものに近づけたりしないで

　ください。

◇器具に表示されている以外のランプを使用しないでくだ

　さい。

感電・火災のおそれがあります

◇器具及び部品の改造をしないでください。

◇点灯スイッチのある器具は、スイッチをテープ等で固定

　しないでください。

◇器具のすきまに、異物 (金属類や燃えやすい物等 )を差

　し込まないでください。

◇器具コードを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、

　引っ張ったりしないでください。

　又電源コードに重い物をのせたり、電熱具に近づけたり

　しないでください。

◇可動部分のある器具は、可動範囲以上に無理に動かさな

　いでください。

感電・火災のおそれがあります

◇異常時 (煙が出たり、変な臭いがする等 )には、速やか

　に電源を切ってお買い上げの販売店にご相談ください。

感電のおそれがあります

◇器具のお手入れの際には、必ず電源を切ってください。

◇器具に水をかけたり、中間コネクタ部を水につけたり、

　水の中につけて洗わないでください。感電や火災の原因

　となることがあります。

◇器具の近くに温度の高くなるストーブや発熱体を置かな

　いでください。器具の変形や火災の原因となることがあ

　ります。

◇この器具は屋内使用器具ですが、風呂場等の湿気の多い

　場所では使用できません。屋外では使用しないでくださ

　い。感電・火災の原因となります。

◇器具の保守・お手入れ等で無理に器具を、回転させたり、

　引っ張ったり、振動や衝撃を加えたりしないでください。

　器具の転倒や落下によるけがの原因となることがあります。

◇電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らずに、必

　ず電源プラグを持って抜いてください。感電・火災の原

　因となります。

◇ぬれた手で電源プラグを持たないでください。感電の原

　因となります。

◇明るく安全に使用していただくために、器具を定期的に

　(６ヶ月に 1回程度 )清掃、点検してください。器具の

　ネジや部品のゆるみがないか、損傷、脱落、コードの痛

　みがないかお調べください。プラグやコンセント回りの

　ゴミやほこりは、乾いたやわらかい布でよくふいて取り

　除いてください。発火・火災の原因となることがあります。

◇照明器具には寿命があります。設置して８～１０年経つ

　と、外観に異常がなくても内部の劣化が進行しています。

　必ず点検・交換をしてください。点検せずに長時間使い

　続けると、感電・火災・発熱・性能劣化のおそれがあり

　ます。(使用条件は周囲温度３０℃、１日１０時間点灯、

　年間３，０００時間点灯。ＪＩＳ Ｃ８１０５－Ｃ解説に

　よる )周囲温度が高い場合、連続点灯時間が長い場合は、

　寿命が短くなります。

◇器具に表示された定格電圧以外の電圧で、使用しないで

　ください。定格電圧を超えた電圧でご使用になりますと

　火災の原因となります。

保守とお手入れ
　 注意　必ず電源を切って行ってください。感電・やけ

　どの原因になります。

・ 点灯中及び消灯直後のランプ及びその周辺にさわらない

　でください。やけどの原因となることがあります。

・ 器具のお手入れの際に、ガソリンやシンナー・ベンジン

　等揮発物で拭いたり、殺虫剤をかけたりしないでくださ

　い。変色・破損の原因となります。汚れは、乾いた柔ら

　かい布でふいてください。

・ 充電池・本体・充電池の電極部分はこまめに清掃してく

　ださい。

・ 清掃は、乾いたやわらかい布で行ってください。手油や

　ほこり等のよごれを放置すると、充電池が著しく劣化す

　る場合があります。

・ ぬれた手で器具に触らないでください。

注意

警告

▶テクニカルデータ
パネル：LED 片面 128 個×2面

消費電力：0.6W

電圧：5V

電池：単三充電池（max.1.2V)×4 本

▶同梱部品
単三ニッケル水素充電池（1.2V)×4 個



▶組み立て方法

１ 内容物を確認してください。　　　  ( 図１参照）

２ ベースカバーをスライドさせて開けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図２参照）

３ 単三充電池が 4本入っていることを確認してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図３参照）

４ ベースカバーをスライドさせて本体にセットして

　 ください。この時、ベースカバーと本体の端がぴったり

　 と合うようにしてください。　　　　(図４参照 )

５ ＬＥＤボードをベースカバー上部の開口部にしっかり

　 と差し込んでください。　　　　　　(図５参照 )

▶使用方法

・ 本体にあるスイッチを右または左に倒すと、点灯します。

　※右・左のどちらとも同じ機能です。  ( 図６参照 )

・ ＬＥＤボードにある調光ボタンを長押しすると、調光

　します。 　　　　　　　　　　　     ( 図７参照 )

[ＵＳＢケーブルを使用する場合 ]

・ 本体にＵＳＢケーブルを差し込み、ＵＳＢケーブル

　から給電することができます。この場合は充電池

　なしでご使用いただけます。　　　 　(図８参照 )

▶充電方法

・ 充電池の残量が０％になる少し前に、ＬＥＤボード

　のパイロットランプが点灯します。パイロットラン

　プが点灯したらすぐにスイッチを切ってください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( 図９参照 )

・ ベースカバーをスライドさせて、本体から充電池

　(4 本 ) を取り出してください。　　　(図２参照 )

・ 充電は、市販の専用品 (別売 )を使用してください。

　  注意 付属のＵＳＢケーブルでは充電できません。

　　　　　　 警告　過放電

◇パイロットランプが点灯したまま使用を続けないで

　ください。本製品は消費電力が非常に少ないため、

　完全に点灯しなくなるまで使用した場合は過放電と

　なり、充電池の劣化の原因となります。

　　　　　 注意　充電池の寿命

◇充電しても点灯時間が短い、または点灯しないなど

　の現象が発生した場合、充電池の寿命、もしくは過

　放電による劣化が考えられます。その場合は充電池

　の使用を中止し、4本とも新しい充電池に交換して

　ください。

　 注意　安全にご使用いただくために

◇充電池は必ず、単三ニッケル水素充電池 (1.2V) を

　使用してください。その他の電池 [アルカリ /リチ

　ウム /カーボン亜鉛 (1.5V)] 等は使用しないでくだ

　さい。火災及び爆発の危険があります。

◇使用する 4本の充電池は同じ条件のものを使用して

　ください。必ず同一品番・同時購入・同時充電・同

　時放電のものを揃えて使用してください。条件の異

　なる充電池を同時に使用すると、充電池の劣化の原

　因になります。

◇長期間、本製品を使用しない場合には、液漏れを防

　ぐため充電池を取り外して保管してください。液漏

　れは本製品を破壊する恐れがあります。

◇充電池・本体・充電池の電極部分はこまめに清掃し

　てください。清掃は、乾いたやわらかい布で行って

　ください。手油やほこり等のよごれを放置すると、

　充電池が著しく劣化する場合があります。

◇充電池は通常のごみと一緒に捨てないでください。

　ニッケル水素充電池は正しく使用または廃棄されな

　いと発熱・破裂・爆発の原因となり危険です。

◇ニッケル水素充電池はリサイクル指定品です。廃棄

　する際は電極にテープを貼って絶縁し、リサイクル

　協力店 (電気店等 )に設置された「充電式電池リサ

　イクルＢＯＸ」に入れてください。
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